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〔
７
月
27
日
〕
上
半
期
監
査

〔
９
月
６
日
〕
第
１
２
６
回
理
事
会

〔
９
月
７
日
〕
都
議
会
三
会
派

令
和
５
年
度
予
算
要
望
ヒ
ア
リ

ン
グ

〔
９
月
13
日
〕
衆
議
院
議
員　

岡

本
み
つ
な
り　

政
経
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
２

〔
10
月
７
日
〕
自
民
党
都
連　

令

和
５
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
正

等
要
望
聴
取
会

〔
11
月
１
日
〕
第
１
２
７
回
理
事
会

東
京
ビ
ル
政
連
の
動
き

令
和
４
年
７
月
下
旬
〜
11
月

進
行
役
を
務
め
た
平
将
明
議
員

質
問
を
さ
れ
る
山
田
美
樹
議
員

質
問
を
さ
れ
る
越
智
隆
雄
議
員

冒
頭
あ
い
さ
つ
を
す
る
梶
山
理
事
長

要
望
事
項
の
要
点
説
明
を
行
う
横
田
幹
事
長

業界の厳しい状況を都連へ訴え
全省庁統一資格見直し等を要請！

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
10
月
７
日
、
自
由
民
主
党
本
部
に
て
開
催
さ
れ

た
東
京
都
支
部
連
合
会
の
「
令
和
５
年
度
国
家
予
算
・
税
制
改
正
等

要
望
聴
取
会
」
に
参
加
し
て
、「
令
和
５
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等

に
関
す
る
要
望
」
を
手
交
。
全
省
庁
統
一
資
格
付
与
点
数
表
の
見
直

し
等
を
強
く
訴
え
、
理
解
と
支
援
を
求
め
た
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
、
参
加
者
は
梶
山

龍
誠
理
事
長
、
榎
本
寛
副
理
事
長
、

野
口
博
行
副
理
事
長
、
横
田
英
雄

幹
事
の
三
役
と
高
橋
誠
事
務
局
長

の
み
。

　

進
行
役
を
務
め
た
都
連
の
平
将

明
政
調
会
長
（
ビ
ル
メ
ン
議
連
所

属
）
が
冒
頭
、
７
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
け
る
当
政
連
の
支
援

活
動
に
感
謝
の
意
を
表
明
。

　

梶
山
理
事
長
は
、「
自
民
党
東

京
都
連
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
貴
重
な
機
会
を
設
け
て
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
日
ご
ろ
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
ど
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
界
に
お
き
ま
し
て
は
、
依
然
と

し
て
人
手
不
足
、
社
会
保
険
料
の

適
用
拡
大
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
な
ど
、
人
件
費
の
高
騰
が
進
み
、

大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
お
り

ま
す
」
と
業
界
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
。「
一
方
、
令
和
元
年
に
品

確
法
が
改
正
さ
れ
、
公
共
建
築
物

等
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
の

環
境
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界

は
、
日
々
の
仕
事
を
通
じ
て
都
市

環
境
の
維
持
、
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
業
界
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
、
私
ど
も
の
要
望
に
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

要
望
事
項
の
要
点
説
明
は
横
田

幹
事
長
が
担
当
。「
毎
年
、
要
望

提
出
の
機
会
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
に
向
け
た
要
望
内
容
を
簡

単
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
要
望
は
大
き
く
３
つ
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
前
置
き
し
て
、
内
容

を
丁
寧
に
説
明
。

　
「
大
項
目
１
は
、
公
共
建
築
物

等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
も
の
で

す
。
令
和
元
年
６
月
に
公
共
工
事

の
品
質
確
保
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
関
連

し
た
要
望
が
３
点
あ
り
ま
す
。

　

⑴
品
確
法
の
趣
旨
の
徹
底
と
運

営
指
導
に
つ
い
て
で
は
、
令
和
２

年
度
に
品
確
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
改
正
さ
れ
、
趣
旨
徹
底
の
通

知
を
発
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
品
確
法
の
適
正
な
運
営
に
向

け
、
予
定
価
格
の
設
定
に
際
し
て
、

建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
の
採
用

等
、
更
な
る
指
導
を
要
望
し
ま
す
。

　

⑵
厚
生
労
働
省
に
よ
る
調
査
と

公
表
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
等
が

毎
年
行
っ
て
い
る
入
札
契
約
適
正

化
法
に
関
す
る
調
査
を
厚
生
労
働

省
か
ら
令
和
４
年
６
月
に
初
め
て

公
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

市
区
町
村
等
が
対
象
か
ら
外
れ
て

お
り
、
回
答
数
は
わ
ず
か
81
カ
所

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
調
査
と
公
表
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
今
後
は
調
査
対
象
の

大
幅
な
拡
大
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

　

⑶
官
公
庁
入
札
資
格
や
総
合
評

価
入
札
の
評
価
項
目
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
資
す
る
よ
う
、
入
札
資
格
や
総

合
評
価
入
札
の
評
価
項
目
に
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
認
定
制
度
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
各
省
庁
の
連
携
の
強
化
を
要

望
い
た
し
ま
す
」

　

各
項
目
の
な
か
で
も
、
大
項
目

２
の
「
全
省
庁
統
一
資
格
付
与
点

数
表
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
は
、

特
に
強
く
要
請
し
た
。

　
「
全
省
庁
統
一
資
格
に
お
け
る

等
級
算
出
の
付
与
点
数
は
、
要

望
書
に
あ
る
よ
う
に
５
項
目
で

す
が
、
策
定
以
来
20
年
以
上
に

わ
た
っ
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
特
に
前
２
カ
年
の
年
間
平
均

生
産
・
販
売
高
実
績
の
配
点
が
最

高
65
点
と
高
く
、
か
つ
業
務
の
内

訳
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
等

級
に
よ
っ
て
入
札
参
加
可
能
な
予

定
価
格
が
決
ま
り
、
予
定
価
格
が

３
０
０
０
万
円
以
上
の
案
件
は
90

点
以
上
の
Ａ
等
級
に
限
定
さ
れ
る

な
ど
、
結
果
的
に
大
企
業
が
優
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
雇
用
率
に
つ
い
て
も
算
定
項
目

に
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
全
省
庁

統
一
資
格
付
与
点
数
表
を
見
直
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
品
質
管

理
や
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
の
有
無
、
障
害

者
雇
用
率
等
、
時
代
に
適
合
し
た

評
価
項
目
を
追
加
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
務
に
つ
い
て
は
、
会
社
全
体
の

生
産
・
販
売
高
だ
け
で
は
な
く
、

当
該
業
務
の
生
産
・
販
売
高
に

よ
っ
て
評
価
す
る
仕
組
み
作
り
を

要
望
い
た
し
ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

大
項
目
３
の
「
そ
の
他
の
制
度

改
正
に
つ
い
て
」
で
は
、「
労
働

集
約
型
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
は
人
件
費
率
が
高
く
、
ま

た
高
齢
者
女
性
障
害
者
の
雇
用
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
業
界

で
す
。
加
え
て
、
中
小
企
業
が
中

心
の
業
界
で
あ
る
た
め
、
社
会
保

険
適
用
拡
大
や
最
低
賃
金
引
上
げ

等
が
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
こ
れ
に
関
連
し
て
３
点
を
要

望
い
た
し
ま
す
」
と
業
界
の
実
情

も
説
明
。

　
「
⑴
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保

険
適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
高
齢
者
、
女

性
、
障
害
者
の
雇
用
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
就
労
な
ど
、
多
様
な
雇
用
の

受
け
皿
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
有

効
求
人
倍
率
が
高
く
、
慢
性
的
な

人
手
不
足
と
人
件
費
の
高
騰
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
事
業
主
負
担
の

更
な
る
増
大
は
、
中
小
企
業
を
中

心
に
経
営
を
直
撃
す
る
と
と
も

に
、
週
の
就
労
時
間
が
20
時
間
未

満
に
制
限
さ
れ
る
な
ど
雇
用
の
縮

小
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
保
険
適
用

拡
大
に
合
わ
せ
、
補
助
金
制
度
の

導
入
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
支
援

策
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

⑵
最
低
賃
金
の
引
上
げ
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
本
年
、
東
京
都

の
最
低
賃
金
は
、
31
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
12
月
27

日
付
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑

化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
で
は
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
公
共
調
達

に
お
い
て
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
制
度
を
参
考
に
標
準
単
価
を

設
定
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、『
令
和
４
年
度
中
小
企

業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
基

本
方
針
』
で
も
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
な
ど
の
発
注
に
当
た

り
、
最
低
賃
金
額
の
改
定
を
見
込

ん
だ
予
定
価
格
を
計
上
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
工
事
同
様
、
複
数
年
契
約

に
お
け
る
最
低
賃
金
の
ス
ラ
イ
ド

適
用
や
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を

見
越
し
た
予
定
価
格
を
設
定
す
る

よ
う
制
度
改
正
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
は
、
⑶
障
害
者
雇
用
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て
で
す
。
当
業
界

は
、
都
立
の
特
別
支
援
学
校
と
連

携
し
、
就
労
に
向
け
た
講
習
会
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
障

害
者
雇
用
に
取
り
組
む
な
ど
、
障

害
者
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

知
的
障
害
者
が
従
事
す
る
際
に

は
、
補
助
者
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
が
必
要
と
な
る
た
め
、
健

常
者
が
従
事
す
る
よ
り
も
人
件
費

が
か
か
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
一
般
競
争
入
札
で
の
落

札
額
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
経
費
も
見

積
も
れ
ま
せ
ん
の
で
、
サ
ポ
ー

タ
ー
経
費
も
含
め
た
契
約
案
件
の

試
行
を
要
望
い
た
し
ま
す
」
と
訴

え
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
短
時
間
労
働

者
、
外
国
人
労
働
者
、
特
定
技
能

な
ど
に
つ
い
て
追
加
説
明
。
ま
た
、

切
な
る
願
い
と
し
て
再
度
、
全
省

庁
統
一
資
格
付
与
点
数
表
の
見
直

し
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。


